
� 令和５年３月1日
東北連合小学校長会会員　各　位
� 東北連合小学校長会長
� 山形大会実行委員長

第63回東北連合小学校長会研究協議会山形大会
第77回山形県連合小学校長会研究協議会

ご　　案　　内
　早春の候、会員の皆様にはご清栄にて、鋭意学校経営に取り組んでおられることと存じます。
　さて、第63回東北連合小学校長会研究協議会山形大会につきましては、令和４年11月発行の本
会会報160号でご案内いたしましたように、山形市を会場として開催いたします。岩手大会の成
果を踏まえ、東北の小学校教育がより一層充実・発展することを期して準備を進めております。
　つきましては、会員各位の多数のご参加をいただきたくご案内申し上げます。

１　大会主題　　「自ら未来を拓き  
　　　　　　　  　　　ともに生きる豊かな社会を創る日本人の育成を目指す小学校教育の推進」

２　副 主 題　　「人間力に満ちあふれ  
                           　　　社会や地域の持続的発展に貢献できる子どもを育てる学校経営の推進」

３　大会趣旨
　東北連合小学校長会は、「東北は一つ」という思いを大切に、明確な理念に基づき、地域住民の信
託に応えるべく、地域に根ざした創意と協働による特色ある研究を組織的・実践的に積み重ね、多く
の成果をあげてきた。令和３年度からは「自ら未来を拓き　ともに生きる豊かな社会を創る日本人の
育成を目指す小学校教育の推進」を研究主題として取り組んでいる。
　全国的に進む少子高齢化を伴う人口減少やDXによる社会構造の変化、価値観の多様化、地球環境
問題など、子どもたちが生き抜いていく社会は、未知の課題にあふれ、めまぐるしく変化していく。
こうした社会の状況や動向を踏まえたとき、本大会では「多様性や個性を尊重し、生命をつなぐ『い
のち』の教育」や、「困難な課題にも柔軟かつ的確に対応でき、学びを人生や社会に生かすことので
きる人を育てる教育」の推進が一層重要になってくると考えている。さらに、郷土を学ぶ学習や、自
然環境、文化財等の地域資産を取り上げた教育活動を推進して地域への理解を深め、郷土愛を醸成
し、協働で地域の未来をつくることのできる人を育成することにも力を入れていかなければならな
い。私たちは、その根底に、知徳体がバランスよく調和し、自立した一人の人間として社会や地域の
持続的発展に貢献できる総合的な力である「人間力」があると捉えている。
　また、私たちは、東日本大震災とそれに伴う原子力発電所事故からの復興の中で、「絆」の重要性
と「いのち」の尊厳について学びを共有してきた。立て続けに起きる気候変動による大規模災害やコ
ロナ禍等への対応については、経験から得た教訓を生かし、東北地方だからこその提案を積極的に発
信していかなければならない。
　私たち校長は、時代の潮流を捉える先見性と不易流行を見極める見識をもって、効果的な経営ビ
ジョンを描かなければならない。その上で、創意ある教育課程の編成・実施・評価・改善に取り組
むとともに、次代を担う教職員の資質・能力の向上、学校組織の活性化、施設設備の改善等において
リーダーシップを発揮し、自らの責任と使命を自覚して学校経営に取り組むことが求められている。
　以上のことを踏まえ、第63回東北連合小学校長会研究協議会山形大会は、大会主題の理念をより一
層推し進めることを目指し、副主題「人間力に満ちあふれ　社会や地域の持続的発展に貢献できる子
どもを育てる学校経営の推進」とし、学校経営の責任者である校長の果たすべき役割と指導性の在り
方について究明しようとするものである。

４　主　　催　　東北連合小学校長会

５　主　　管　　山形県連合小学校長会

６　後　　援　　山形県　山形市　山形県教育委員会　山形市教育委員会
　　　　　　　　　山形県市町村教育委員会協議会　山形県中学校長会　全国連合小学校長会
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７　期　　日　　令和５年７月６日（木）・７日（金）　※大会レセプションなし

８　大会日程
　【第１日】７月６日（木）

　【第２日】７月７日（金）

９　記念講演　　演　題   「ものづくり、ことづくり　そして新型コロナ禍での挑戦」
　　　　　　　　　講　師　渡辺　博明（わたなべ　ひろあき）氏
　　　　　　　　　　　　　　　　オリエンタルカーペット株式会社　代表取締役社長
　《プロフィール》
昭和36年生まれ。青山学院大学文学部英米文学科卒業
昭和61年　株式会社山形テレビ入社
平成３年　オリエンタルカーペット株式会社入社
平成12年　企画部長、総務部長、常務取締役を経て専務取締役就任
平成18年　代表取締役社長（五代目）就任
平成21年　同社　経済産業省「第３回ものづくり日本大賞・経済産業大臣賞」受賞
平成25年　同社　個人ユースブランド「山形緞通」を立ち上げる
平成27年　同社　「山形緞通」の取組が2015年グッドデザイン賞受賞
平成29年　同社　「第60回山新3P賞・繫栄賞」受賞
平成30年　同社　EY Enterpreneur Of The Year 2018 Japan Exceptional Growth Category Finalist
　　　　　同社　経済産業省「地域未来牽引企業」選定
令和２年　同社　山形経済同友会「明るい山形MVP賞」受賞
　　　　　同社　東京支店を東神田に移転、「山形緞通」ショールーム同時開設
令和３年　同社　河北文化事業団「河北文化賞」受賞

10　会　　場
　【第１日】　理事会・全体会　やまぎん県民ホール
　　　　　　　　　　　　　　　　〒990-0828　山形県山形市双葉町1-2-38   TEL023-664-2220  
　【第２日】　分　 科 　会　山形市内各ホテル

分　科　会 会　　　　　　　場 参加者

１ 経営、組織・運営 ホテルメトロポリタン山形
〒990－0039　山形市香澄町１－１－１

TEL023－628－1105

３Ｆ　出羽の間 95名

２ 評価・改善 ４Ｆ　霞城の間Ａ 95名

３ 知性・創造性 ４Ｆ　霞城の間Ｂ 95名

４ 豊かな人間性

山形国際ホテル
〒990－0039　山形市香澄町３－４－５

TEL023－633－1313

２Ｆ　平成西の間 96名

５ 健やかな体 ２Ｆ　平成東の間 95名

６ 研究・研修 ３Ｆ　富士西の間 100名

７ 学校安全 ３Ｆ　富士東の間 96名

８ 危機対応 ６Ｆ　スプレンダー 96名

９ 自立と社会性 ホテルキャッスル山形
〒990－0031　山形市十日町４－２－７

TEL023－631－3311

２Ｆ　弥生の間 80名

10 社会との連携・協働 ３Ｆ　万葉の間 113名

受付 分科会（会場ごと閉会）

8:30 9:00 12:00

受付 東北連小理事会
研修会

昼食
休憩 受付 開会行事

全体会 休憩 記念講演 閉会
行事 休憩 分科会

打合せ

8:30 9:00 11:00 12:40 13:20 14:10 14:30 16:15 16:35 16:50 17:30
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11　分科会構成

領域 分 科 会 研 究 課 題 研　究　の　視　点 担当県

Ⅰ
学
校
経
営

１ 経営、組織・
運営

目指す学校づく
りと組織・運営
の活性化

① 学校の課題を明確にした学校経営の推進 岩 手

② 教職員の参画意識を高揚する活力ある組織・
運営

山 形
（米　沢）

２ 評価・改善

教育活動の活性
化を図る学校評
価と学校運営の
改善

① 教育の質の向上を目指した学校評価・運営の
構築 青 森

② 学校の活力を高める学校評価・教職員評価 山 形
（西置賜）

Ⅱ
教
育
課
程

３ 知性・創造性 知性・創造性を育
む教育課程

① 知性・創造性を育む教育課程の編成 秋 田

② 知性・創造性を育む教育課程の編成・実施・
評価・改善

山 形
（東置賜）

４ 豊かな人間性 豊かな人間関係
を育む教育課程

① 他と共に、よりよく生きるための人権感覚の
育成 宮 城

② 豊かな心を育成する教育課程の編成・実施・
評価・改善

山 形
（山　形）

５ 健やかな体

未来に夢を描き
生きる力を育て
る健康教育・環
境教育

① 心身の健やかな成長を目指す教育課程の編
成・実施・評価・改善（健康教育） 福 島

② 体験を通して実践的な態度を育む教育課程の
編成・実施・評価・改善（環境教育）

山 形
（西村山）

Ⅲ
指
導
・
育
成

６ 研究・研修
学校の教育力を
高める研究・研
修

① 実践的な指導力を高める校内研修体制の推進 岩 手

② 将来への夢や展望、参画意識をもたせる研修
の推進と職員の育成

山 形
（飽　海）

Ⅳ
危
機
管
理

７ 学校安全
命を守る安全教
育・防災教育の
推進

① 自ら判断し行動できる子どもを育てる安全教
育・防災教育の推進 青 森

② 家庭や地域社会との連携・協働を図った組織
的・計画的な防災教育に関わる取組の推進

山 形
（田　川）

８ 危機対応
様々な危機への
対応と未然防止
の体制づくり

① いじめ・不登校等への適切な対応と体制づく
り 秋 田

② 教職員の高い危機意識並びに対応能力の育成
と未然防止に向けた組織体制づくり

山 形
（北村山）

Ⅴ
教
育
課
題

９ 自立と社会性
自立と社会参加
を図る教育の推
進

① 自立と社会参加を図る特別支援教育の推進 宮 城

② 未来への夢や志を育むキャリア教育の推進 山 形
（最　上）

10 社会との連携・協働

家庭・地域・異
校種等との連携・
接続の推進

① 家庭・地域と連携し、地域に貢献する学校づ
くりの推進 福 島

② 幼保・小・中等との連携と円滑な接続のため
の組織的な取組の推進

山 形
（東村山）
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12　参加・宿泊申込の手続き
　各参加者は、大会ホームページの専用サイトにアクセスし、必要事項を記入し、参加申込を完了して
ください。必要な方は同サイトで宿泊申込もできます。
　なお、参加分科会については各県事務局・各地区責任者からの指示にしたがってご記入ください（分
科会毎に各県への割当人数が決まっておりますのでご注意ください）。
　参加費4,500円・宿泊費（宿泊を申し込んだ方のみ）はサイト内で支払い方法を選択し、６月16日（金）
までに、各自でお支払いください（銀行振込・クレジットカード決済・コンビニ決済）。　
　なお、請求書・領収書はサイト上から発行できます。
　参加申込を地区でまとめてなさる場合は、代表者が申込サイトに参加人数を入力することも可能です。
　５月10日（水）までお申し込みください。

13　参加上の留意事項
　⑴�　参加者は、それぞれの交通機関をご利用の上おいでください。バスや自家用車等の駐車場は特に
用意していませんので、会場周辺の有料駐車場をご利用ください。

　⑵　「大会要項」は、大会第1日目の全体会場受付で、県毎に各地区（支部）責任者にお渡しします。
　⑶　各県とも分科会参加者割当数をお守りください。
　⑷　参加申込後の変更は、各県事務局を通して、山形大会事務局へ連絡してください。
　　※できるだけ代わりの会員を充当されるようご配慮ください。参加者、宿泊費、についても当事者
　　　間で行ってください。
　⑸�　参加申込後に参加取り消しがあっても「参加費」は返金せず、「大会要項」と「大会集録」をお
届けします。

　⑹　クールビズでご参加ください。

14　会場案内

２

１JR山形駅 霞城
セントラル

霞城
公園

山形第二小

山形学院高 山交
ビル

市民会館

山形第一小

山形中央郵便局

３

４

←至上山

至天童→

第63回東北連合小学校長会研究協議会山形大会実行委員会
事務局／山形県連合小学校長会
〒990－0044　山形市木の実町12－37　大手門パルズ４階

電話（023）634－8555　fax（023）632－5748　E-mail：y-kren@atlas.plala.or.jp

山形大会ＨＰ　http://www.kenren.info/
※随時情報を更新致しますのでご確認ください。

❶やまぎん県民ホール（理事会・全体会）……………… ３分
❷ホテルメトロポリタン山形（１・２・３分科会）…… １分
❸山形国際ホテル（４・５・６・７・８分科会）………… ６分

❹ホテルキャッスル山形（９・10分科会）……………… ８分

※山形駅より会場までの徒歩時間のめやす
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